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1 これはアブストラクトです
　　モジュライ空間の理論は現代幾何学の中心的なテーマの一つです。特に、ケーラー幾何にお
いては代数幾何的なモジュライ理論と微分幾何的なモジュライ理論の密接な交叉が大変深い数学的
な理論を生み出しています。今回は、代数幾何的な側面も微分幾何的な側面もとても深く知られて
いるリーマン面のモジュライおよび、それらのコンパクト化をテーマにそれらの交叉を少しでも味
わっていただこうと思います。

2 でもドリーニュ・マンフォードで終わりじゃないんですか？
　　リーマン面のモジュライコンパクト化の金字塔としては確かにドリーニュ・マンフォードコ
ンパクト化と呼ばれる大理論が存在しています。ですが、このコンパクト化も大変見事なものであ
る一方で、目を皿にして、眉に唾を付け付けしてグッと睨みつけてみると、まだ足りない部分が
色々と見えてくるのも事実です。代数幾何的な現象と微分幾何的な退化現象の間にしばしば明確な
差が表れてきます。その差をどう理解するのか、どう埋めていくのか、埋められない差をどの様に
取り扱うのか、といったことは現代でもまだまだ未整理な課題で、最も基本的かつよく知られた代
数多様体であるリーマン面ですら十分に理解されているとは言えません。
今回のお話で、そういった側面も紹介し、聴衆の皆さんにワクワクしていただければ幸いです。

3 予備知識
リーマン面の良いところは、すべて絵をかいて説明できるところで、今回も全て絵を書いて説明
するので代数幾何や複素幾何の高度な知識は求めません。多様体と複素解析の初等的な知識があれ
ば十分理解できるように心がけます。


